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メロン黄化症の発症時期および発症分布

近年問題となっているメロン黄化症は定植して２週間目頃から発症が始まり、メロンの交

配後１ヶ月頃まで発症株は増加し続けるが、それ以降はほとんど増加しない。また、黄化症

の発生にはタバココナジラミバイオタイプＱのメロン交配までの関与が大きいことが示唆さ

れた。

農業研究センター 農産園芸研究所野菜研究室 （担当者：林田慎一）

生産環境研究所病害虫研究室（担当者：行徳 裕）

研究のねらい

平成16年頃から広範囲のメロンほ場において葉の黄化症状が発生し、果実肥大や果実品質に

影響を及ぼしているが 「農業の新しい技術（第20号 」でタバココナジラミバイオタイプＱ、 ）

による加害がメロン黄化症の原因であることが報告された。ここでは、黄化症の発症時期や発

症株のほ場内分布を明らかにするため、７月播種および８月播種の作型について、現地ほ場に

おける黄化症状の発症状況を調査した。

研 究 の 成 果

１．調査を行った現地ほ場の５カ所全てでタバココナジラミバイオタイプＱの発生と黄化症発

症株が確認された。また、黄化症発症株率はほ場間で差が見られた （図１ 。。 ）

２．黄化症発症株は定植して約２週間後から交配約１ヶ月後まで増加し続けた（図１ 。）

３．黄化症はハウスの棟数や栽培時期に関係なくハウスサイドや谷開口部で多く、棟の中央部

で少ない傾向が見られた。中でもハウスサイドの開閉が多い７月播種作型では両ハウスサイ

ドで特に多発する傾向が見られた（図２ 。）

４．黄化症の発症にはタバココナジラミバイオタイプＱの交配期までの寄生が大きく影響する

ことが示唆された（図３ 。）

普及上の留意点

１．黄化症による被害を防ぐためには、耕種的防除や薬剤防除で交配後１ヶ月までの発症を抑

えることが重要である。

２．コナジラミ防除時には特にハウス開口部に散布ムラがないよう留意する。

３．メロン黄化症の症状は、従来発生していたメロン黄化葉症と区別することはできない。



【具体的データ】 No.302（平成19年7月）分類コード04-04 熊本県農林水産部

①７月播種Ａ生産者ほ場
　播種：7/20、定植：8/7、交配：9/7～

②８月播種Ａ生産者ほ場
　播種：8/20、定植：9/21、交配：10/22～

③８月播種Ｂ生産者ほ場
　播種：8/30、定植：9/25、交配：10/26～

図１　現地ほ場における黄化症の時期別発症株率（○）とタバココナジラミ数（●）の推移
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図２　現地ほ場における黄化症の畝別発症株率
左図：７月播種Ａ生産者ほ場（７連棟）、右図：８月播種Ｂ生産者ほ場（４連棟）
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　 図３　現地ほ場における交配期までの累積タバココナジラミ数と
　　　 　黄化症発症株率との関係
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